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広
島
市
の（
Q
1
）２
０
２
５
年
度
当
初
予

算
案
は
、予
算
特
別
委
員
会（
以
後
、予
特
）

で
３
月
３
日
か
ら
約
３
週
間
の
審
査
を
経

て
、（
Q
2
）可
決
・
成
立
し
ま
し
た
。予
算
規

模
は
、（
Q
3
）一
般
会
計
、特
別
会
計
、企
業

会
計
合
わ
せ
て
約
１
兆
２
７
７
０
億
円
１
千

万
円
で
、前
年
度
と
比
べ
て
３
５
０
億
６
千

万
円
増（
２.８
％
増
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

予
算
で
重
要
課
題
と
位
置
付
け
て
い
る
の

は
、昨
年
度
に
引
き
続
き（
Q
4
）①「
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
」②「
公
共
交
通

の
充
実
強
化
」③「
こ
ど
も
・
若
者
や
子
育

て
支
援
」の
ほ
か
、被
爆
８０
年
を
反
映
し
た

④「
平
和
文
化
の
振
興
」な
ど
で
す
。

予
算
の
原
資
は
、広
島
市
民
の
皆
様
か
ら
預

か
っ
た
貴
重
な
税
金
で
す
。予
特
は
予
算
の

使
い
道
を
審
査
す
る
こ
と
か
ら
、市
民
生
活

に
直
結
し
て
い
ま
す
。広
島
市
議
会
議
員
が

日
頃
い
た
だ
い
た
ご
意
見・ご
要
望
な
ど
を
、

予
算
に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
せ
る
か
、と
て

も
重
要
な
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

予
特
は（
Q
5
）特
別
委
員
会
の
一つ
で
、事

業・施
策
を
６
つ
の
分
科
会
に
分
け
て
関
係

部
局
と
審
査
に
臨
み
ま
す
。分
科
会
は
、障

害
者
福
祉
や
医
療・介
護
の〈
厚
生
〉、学
校

や
子
育
て
と
い
っ
た〈
こ
ど
も
文
教
〉、道
路

整
備
な
ど
の〈
建
設
〉、観
光
や
雇
用
、ご
み

処
理
を
扱
う〈
経
済
観
光
環
境
〉、〈
消
防
上

下
水
道
〉、財
政
、市
民
活
動
と
い
っ
た〈
総

務
〉で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

予
特
は「
一
問
一
答
」形
式
で
議
員
と
幹
部
職

員
が
質
問
と
答
弁
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、

事
業
を
詰
め
た
り
提
案
し
た
り
し
ま
す
。今

回
、私
は〈
厚
生
〉〈
こ
ど
も
文
教
〉〈
建
設
〉

〈
消
防
上
下
水
道
〉〈
総
務
〉の
５
分
科
会
で

登
壇
し
ま
し
た
。

※
詳
細
は
今
号（
P
２
〜
３
）と

　
次
号（
V
O
L
２5
）に
掲
載
し
ま
す
。

予
算
は
３
月
に
可
決・成
立
し
て
完
成
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。行
政
サ
ー
ビ
ス
の
必
要
性
が

高
ま
っ
て
き
た
事
業
に
は
予
算
を
配
分
し
直

す
こ
と
が
求
め
ら
れ
、都
度（
Q
6
）「
補
正

予
算
」と
し
て
対
応
し
ま
す
。予
算
は
ま
さ

に
、市
民
の
声
を
具
体
化
し
た
も
の
で
す
。

皆
様
と
行
政
と
を
つ
な
ぐ
の
が
、私
た
ち
議

員
の
役
目
と
考
え
て
い
ま
す
。何
か
疑
問
に

感
じ
た
際
に
は
、遠
慮
な

く
議
員
に
声
を
上
げ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
、改
善

へ
の一歩
と
な
り
ま
す
。

地方自治法第109条に基づき、議会の議決で特
定の事案を審査、調査するために設置された
委員会です。現在、広島市議会には、地方分権
の推進などを調査する「大都市税財政・地方創
生対策」など3つの特別委員会があります。調査
期限は今年の6月30日までです。

特別委員会とは？

最初に編成された次年度の予算案で、広島市
では例年2月初旬に議会に示されます。新規事
業が予算に盛り込まれ、施政方針が色濃く反映
されます。広島市議会では、議長を除く53議員
が2月下旬から1か月間、予算特別委員会で審
査に臨みます。

当初予算案とはなんですか？

国や自治体の会計は主に一般会計と特別会計
があります。財布のポケットや引き出しのように、
分けて入れるイメージです。一般会計は道路補
修など一般的な事業に、特別会計は特定の事業
にそれぞれ使う費用を計上したものです。企業
会計は水道や病院といった事業を指します。

一般会計、特別会計、
企業会計とは？

当初予算に計上されていなかった事業などに
対応するには、予算を確保する必要があります。
その場合、広島市は「補正予算案」を編成し、市
議会に諮り、議決を得た上で予算を修正するこ
とになります。当初の見込みより少なくて済む場
合は、「減額補正」をするケースもあります。

補正予算を教えて

広島市議会では、予算特別委員会（予特）を設
置し、6つの分科会（消防上下水道は1日、その
他の5分科会は2日間）で予算案を集中審査し
ます。予特で予算案を採決した後、本会議で
議決を得たら、予算案は可決・成立となるわ
けです。

予算成立までの流れを教えて

地域コミュニティは、一定の地域に住み同じ集
団に属しているという感情を持つ人々の共同体
を指します。一般的に、町内会や自治会、神社の
寄り合いなど、地縁的つながりの深いものがイ
メージされます。広島市は、地域活性化のため、
地域組織「エルモ」の設立を進めています。

地域コミュニティの活性化とは
何ですか？

税
金
の
使
途
を
審
査
す
る

　
　  

予
算
特
別
委
員
会

｜

市
民
の
代
弁
者
と
し
て
登
壇

｜

Q1～Q6は

■ 公式HPの活動報告から会報誌をダウンロードしてお読みいただけます。この市政報告は、自由民主党・市民クラブの承認を得て発行しています。　
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２
０
２
５
年
度
当
初
予
算
案
を
審
査
す

る
予
算
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、私
は
、

〈
厚
生
〉〈
こ
ど
も
文
教
〉〈
消
防
上
下

水
道
〉〈
建
設
〉〈
総
務
〉の
５
分
科
会
で

質
疑
し
ま
し
た
。今
号
で
は
、〈
厚
生
〉

と〈
こ
ど
も
文
教
〉の
主
な
や
り
と
り

を
掲
載
し
ま
す
。

※〈
消
防
上
下
水
道
〉〈
建
設
〉〈
総
務
〉は
、

　

次
号（
Ｖ
Ｏ
Ｌ
２５
）で
お
伝
え
し
ま
す
。

〈
厚 

生
〉

質
問
要
旨
：
音
声
認
識
ア
プ
リ「
U
D
ト
ー

ク
」の
利
用
拡
大
を

広
島
市
に
お
い
て
、聴
覚
に
障
害
の

あ
る
方
は
何
人
ぐ
ら
い
い
る
の
か
。

聴
覚
障
害
で
身
体
障
害
者
手
帳

を
所
持
し
て
い
る
方
は
、令
和
6

年
3
月
末
時
点
で
3
2
1
4
人
。そ
の
う

ち
、一
般
的
に
重
度
の
難
聴
と
さ
れ
る
、両

耳
の
聴
力
レ
ベ
ル
が
90
デ
シ
ベ
ル
以
上
、

身
体
障
害
者
手
帳
で
3
級
以
上
の
方
は

1
4
1
0
人
。

「
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」に
関
す

る
啓
発
活
動
と
は
。

障
害
当
事
者
に
よ
る
講
演
会
、障

害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
体
験
会
、「
心
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
」を
推
進
す
る
た
め
の
広

報
啓
発
動
画
を
作
成
し
、広
島
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
情
報
発
信
し
て
い
る
。

聴
覚
障
害
の
分
野
で
情
報
伝
達
の

円
滑
化
が
重
要
。広
島
市
は
各
区

福
祉
課
で
音
声
認
識
ソ
フ
ト「
Ｕ
Ｄ
ト
ー
ク
」

を
導
入
し
、聴
覚
障
害
の
あ
る
方
と
の
意
思

疎
通
に
使
用
し
て
い
る
。積
極
的
な
活
用
を

進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

質
問
趣
旨
：
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を

含
む
介
護
人
材
確
保
に
向
け
、国
へ
の
働
き

か
け
の
促
進
を

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
も
人

手
不
足
が
深
刻
。放
課
後
等
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
を
含
め
、広
島
市
に
お
け
る
福

祉
人
材
を
集
め
る
た
め
の
施
策
は
？

社
会
福
祉
士
や
介
護
福
祉
士
等

の
資
格
を
新
た
に
取
得
し
た
人

数
に
応
じ
て
補
助
金
を
交
付
す
る「
広
島

市
障
害
福
祉
人
材
養
成
支
援
事
業
」を
独

自
に
実
施
し
、令
和
５
年
度
末
ま
で
に
の

べ
約
１
３
０
０
人
が
資
格
を
取
得
し
た
。

中・高
生
対
象
の
出
前
授
業
や
職
場
見
学

の
ほ
か
、介
護
職
場
を
対
象
と
し
た
就
職

フ
ェ
ア
を
開
催
し
て
い
る
。

広
島
市
は
、就
労
継
続
支
援
B
型

事
業
の
利
用
者
の
工
賃
向
上
の

た
め
、ど
の
よ
う
な
施
策
に
取
り
組
ん
で

い
る
か
。工

賃
向
上
の
た
め
、社
会
福
祉
法

人
広
島
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
に

委
託
し
、就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所
等

が
作
成
し
た
自
主
製
品
の
販
路
拡
大
等

に
向
け
た「
広
島
市
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー

事
業
」を
実
施
し
て
い
る
。令
和
６
年
度
か

ら
、広
島
市
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

や
無
印
良
品
ア
ル
パ
ー
ク
店
で
出
張
販
売

を
始
め
た
。

広
島
市
に
お
い
て
、B
型
事
業
所

の
工
賃
は
直
近
３
か
年
で
ど
う

推
移
し
て
い
る
か
。

令
和
２
年
度
が
１
４
３
５
１
円
、

令
和
３
年
度
が
１
５
６
６
４
円
、

令
和
４
年
度
が
１
６
２
０
０
円
で
、年
々

増
加
し
て
い
る
。

自
立
し
た
生
活
に
向
け
て
更
な
る

工
賃
向
上
を
。

〈
こ
ど
も
文
教
〉

質
問
趣
旨
：
児
童
相
談
所
は
、虐
待
な
ど

か
ら
こ
ど
も
た
ち
を
守
る
砦
。職
員
に

と
っ
て
も
働
き
や
す
い
労
働
環
境
を
。

児
童
相
談
所
の
職
員
数
と
一
人
当

た
り
の
執
務
面
積
、法
定
面
積
は
？

令
和
６
年
４
月
１
日
現
在
１
２
８

人
。う
ち
、児
童
相
談
所
の
執
務

室
に
は
９４
人
お
り
、一
人
当
た
り
の
執
務

面
積
は
３.２
㎡
。法
定
面
積
は
4.0
㎡
。

令
和
７
年
度
以
降
も
職
員
の
増

員
が
続
き
、執
務
ス
ペ
ー
ス
の
確

保
が
厳
し
く
な
る
。対
応
策
は
？

執
務
室
を
フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス
化
し

て
い
る
。令
和
６
年
度
か
ら
安
佐

南
区
と
安
佐
北
区
を
担
当
す
る
職
員
は

令
和
６
年
度
内
に
旧
二
葉
公
民
館
に
移

転
す
る
。児

童
相
談
所
の
設
置
に
関
し
、国

は
、「
管
轄
人
口
が
お
お
む
ね
５０
万

人
に
一つ
」と
い
う
基
準
を
示
し
て
い
る
。

１
２
０
万
都
市
の
広
島
市
は
児
童
相
談
所

が
も
う
一か
所
あ
る
べ
き
だ
。令
和
６
年
度
、

安
佐
南
区
と
安
佐
北
区
を
担
当
す
る
次

長
を
配
置
し
、組
織
が
編
成
さ
れ
た
。児
童

相
談
所
に
機
動
性
を
持
た
せ
、市
民
に
と
っ

て
身
近
に
相
談
で
き
る
場
所
を
確
保
す
る

た
め
に
も
、そ
の
組
織
を
安
佐
南
区
と
安

佐
北
区
に
近
い
場
所
に
移
す
べ
き
だ
。

質
問
要
旨
：
学
校
給
食
の
質
の
向
上
を
。

学
校
給
食
の
費
用
は
誰
が
何
を

負
担
し
て
い
る
の
か
？

施
設
費
や
人
件
費
な
ど
の
学
校

給
食
の
運
営
経
費
は
学
校
設
置

者
の
広
島
市
が
、食
材
費
は「
学
校
給
食

費
」と
し
て
保
護
者
が
負
担
し
て
い
る
。

「
学
校
給
食
費
の
無
償
化
」の
議

論
と
は
、費
用
の
ど
の
部
分
を
誰

が
ど
う
す
る
も
の
と
言
え
る
か
。

保
護
者
が
負
担
し
て
い
る
食
材

費
に
相
当
す
る
金
額
を
国
が
公

費
で
賄
う
も
の
。

学
校
給
食
の
食
材
費
の
一
食
当
た

り
の
単
価
は
い
く
ら
か
。

令
和
７
年
度
は
、小
学
校
２
９
９

円
、中
学
校
3
5
8
円
を
予
定
。

「
学
校
給
食
費
の
無
償
化
」の
議

論
で
は
、一
食
当
た
り
の
単
価
を
増

や
す
こ
と
は
テ
ー
マ
に
な
っ
て
い
な
い
。

給
食
費
の
無
償
化
を
進
め
た
場
合
、物
価

高
騰
も
踏
ま
え
た
財
源
の
確
保
に
つ
い
て
、

広
島
市
は
ど
う
考
え
る
か
。

食
材
費
が
高
騰
す
る
状
況
も
踏

ま
え
た
必
要
な
財
源
措
置
を
講

じ
る
よ
う
求
め
て
い
る
。栄
養
バ
ラ
ン
ス

や
量
を
保
っ
た
給
食
の
提
供
に
必
要
な
財

源
を
措
置
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

「
学
校
給
食
費
の
無
償
化
」と
い

え
ど
も
原
資
は
公
金
で
負
担
者

は
国
民
。負
担
者
の
名
目
を
挿
げ
替
え
た

だ
け
で
は
、学
校
給
食
の
質
の
向
上
に
は
つ

な
が
ら
な
い
と
危
惧
す
る
。広
島
市
の
子

ど
も
た
ち
の
た
め
、学
校
給
食
の
質
の
向

上
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

質
問
趣
旨
：「
産
後
ケ
ア
」の
対
象
者
が

す
べ
て
の
母
親
に
拡
大
し
た
こ
と
の
周
知

徹
底
を
。対

象
者
を
す
べ
て
の
母
親
に
拡
大

し
た
背
景
は
？

国
は
産
後
ケ
ア
事
業
の
対
象
者

を「
産
後
に
心
身
の
不
調
や
育
児

不
安
等
が
あ
る
者
」と
し
て
い
た
が
、令

和
７
年
度
か
ら
、法
に
基
づ
き
制
度
化
さ

れ
る
。こ
の
流
れ
か
ら
、産
科
医
療
機
関

の
受
け
入
れ
が
拡
大
す
る
た
め
。

産
後
ケ
ア
を
実
施
し
て
い
る
病

院
は
ど
う
や
っ
て
案
内
し
て
い
る

の
か
？

令
和
６
年
度
か
ら
、広
島
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
実
施
事
業
所一覧
を

掲
載
し
て
い
る
。

待
望
の
利
用
対
象
者
拡
大
。一
人

で
も
多
く
の
母
親
に
産
後
ケ
ア
を

利
用
し
て
ほ
し
い
。

多
様
な
ツ
ー
ル
を
駆
使
し
て
Ｐ
Ｒ
、周
知

徹
底
を
図
っ
て
ほ
し
い
。

２
０
２
５
年
度
特
別
委
員
会

主
な
や
り
取
り

Q

QQQ Q 要望要望

要望

要望要望

AQA

QQ A

QA

AA A

A

A

QQQQ AAAA

（
V
o
l
２5
）

1
聴
覚
障
害
に
つ
い
て

1
児
童
相
談
所
の
職
務
ス
ペ
ー
ス
確
保

2
学
校
給
食
の
あ
り
方

3
産
後
ケ
ア
の
対
象
者
拡
大

2
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

3
就
労
継
続
支
援
B
型
作
業
所
の
工
賃

Q5・Q6は

私は、政策の「５つの柱」を掲げています。市民生活の
向上に欠かせないと思う施策で、一定の成果を出す
ことを約束します。

５つの柱

□ 1. インフラ整備の推進
□ 2. 地域コミュニティ再生・活性化
□ 3. 防災・減災
□ 4. 子育て環境の整備
□ 5. 「カラーバリアフリー」の推進


